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図 2　和田京の位置　 A－B－C－D、喜田貞吉推定プラン 
E－F－G－H、足利健亮推定プラン
　（原図足利健亮氏、一部変更）
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（注）
（１）髙橋昌明『平清盛　福原の夢』講談社選書メチエ、2007 年。同『平家と六波羅幕府』東京大学出
版会、2013 年。
（２）山内晋次『奈良平安期の日本とアジア』吉川弘文館、2003 年ほか。
（３）河辺隆宏「日宋貿易における年紀制管理と貿易形態の変化」佐藤信・藤田覚編『前近代の日本列島
と朝鮮半島』山川出版社、2007 年。
（４）髙橋昌明『［増補改訂］清盛以前－伊勢平氏の興隆』平凡社ライブラリー、2011 年。
（５）斯波義信『宋代江南経済史の研究』汲古書院、2001 年。
（６）斯波義信「寧波の景況」同　注（5）書所収。同「港市論」荒野泰典他編『アジアのなかの日本史Ⅲ
　海上の道』東京大学出版会、1992 年。
（７）藤田豊八「宋代の市舶司及び市舶条例」同『東西交渉史の研究　南海篇』萩原星文堂、1943 年。
（８）『図録・特別展　聖地寧波』奈良国立博物館、2009 年に詳しい。
（９）日野開三郎「日宋関係史料としての『阿育王山妙智禅師塔銘』」『日野開三郎東洋史学論集　第一〇
巻』三一書房、1984 年。藤田明良「南都の「唐人」－東アジア海域から中世日本を見る」『奈良歴
史研究』五四号、2000 年。横内裕人「重源における宋文化－日本仏教再生の試み」『アジア遊学』
一二二号、2009 年。渡邊誠「後白河法皇の阿育王山舎利殿建立と重源・栄西」『日本史研究』
五七九号、2010 年。
（10）榎本渉『僧侶と海商たちの東シナ海』講談社選書メチエ、2010 年。
（11）宮崎市定「宋代州県制度の由来とその特色」『宮崎市定全集一〇』岩波書店、1992 年。
（12）髙橋昌明「福原の夢」歴史資料ネットワーク編『歴史のなかの神戸と平家－地域再生へのメッセー
ジ』神戸新聞総合出版センター、1999 年。
（13）日野開三郎「沿海制置使」『東洋歴史大事典』平凡社、1937 年。
（14）横内裕人　注（9）論文。
（15）榎本渉「『板渡』の墨蹟と日宋交流」四日市康博編著『モノから見た海域アジア史』九州大学出版会、
2008 年。渡邊誠　注（9）論文。
（16）渡邊誠　注（9）論文。
（17）髙橋昌明　注（4）書。
（18）髙橋昌明「宋銭の流通と平家の対応」同『平家と六波羅幕府』東京大学出版会、2013 年。
（19）山内晋次『日宋貿易と「硫黄の道」』山川出版社、2009 年。
（20）岡元司「南宋浙東における墓と地域社会」岸田裕之編『中国地方と対外関係』山川出版社、2003 年。
（21）宮崎市定「宋代における石炭と鉄」『宮崎市定全集九』岩波書店、1992 年。
（22）藤田豊八「宋代輸入の日本貨につきて」同　注（7）書所収。
（23）大村拓生「大和田・福原と兵庫津」大手前大学史学研究所編集発行『兵庫津の総合的研究－兵庫津
研究の最新成果』2008 年。
（24）藤本史子「都市遺跡兵庫津の復元的研究」注（23）書所収。
（25）藤田明良「清盛塚石塔と鎌倉時代の兵庫津」歴史資料ネットワーク編　注（12）書所収。
（26）宝暦元年に作られた森幸安の二つの「兵庫地図」、国立公文書館蔵本と大阪歴史博物館蔵本参照。
（27）藤田明良　注（25）論文。
（28）『特別展よみがえる兵庫津－港湾都市の命脈をたどる』神戸市立博物館、2004 年。ただし、本図に
は当時の記録に慶長期以降の情報が混在している可能性がある。
（29）髙橋昌明「大輪田泊について」同　注（18）書所収。
（30）阿波民部の名字を普通は田口とするが、五味文彦氏のいう粟田姓が妥当であると思われる（「東大
〈 170 〉平家政権の日中間交渉の実態について（髙橋）
寺浄土堂の背景」同『院政期社会の研究』山川出版社、1984 年）。
（31）小松茂美『小松茂美著作集一二　平家納経の研究　第三巻』旺文社、1996 年。
（32）山内晋次「航海守護神としての観音信仰」大阪大学文学部日本史研究室編『古代中世の社会と国家』
清文堂出版、1998 年。
（33）小松茂美　注（31）書。
（34）髙橋昌明「西行と南部荘・蓮華乗院」同『東アジア武人政権の比較史的研究』校倉書房、2016 年。
（35）髙橋昌明「嘉応・安元の延暦寺強訴について－後白河院権力・平家および延暦寺大衆」同　注（18）
書所収。
（36）髙橋昌明「福原遷都をめぐる政治」同　注（18）書所収。
（37）足利健亮「清盛時代の大輪田泊と福原、和田京」歴史資料ネットワーク編　注（12）書所収。
［付記］ 本稿で扱った内容はすでに何度か論じている。旧稿と重複が多い点はお許しいただきた
い。また旧稿と相違する箇所は、その後の知見や再考によるもので、現在の到達点と理
解されたい。
